
関東甲信越ブロックの取り組み

国立成育医療研究センター　　 松本公一
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小児がん拠点病院

小児がん診療を担う医療機関

日本小児血液・がん学会研修施設を基準として設定
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集学的治療および標準的治療の提供と地域連携
1) 多職種カンファレンス

①子どもサポートチームカンファレンス（週1回）
構成員：小児がんセンター医師、こころの診療部医師、麻酔科医師、歯科医師、看護師、臨床心理士、ほか検討対象の診療に対応する部門の関
係者など
②造血細胞移植カンファレンス（月1-2回開催）
構成員： 小児がんセンター医師、緩和ケア認定看護師、病棟看護師、薬剤師、保育士、レジデント等参加

①移植・緩和医療カンファレンス（週1回開催）
構成員：血液・腫瘍科医、精神科医、緩和ケア認定看護師、病棟看護師、臨床心理士、MSW、OT、栄養科職員、薬剤師、学校教員、保育士、レ
ジデント等参加
②緩和ケアサポートチーム会議（月１回開催）
構成員：血液・腫瘍科医、精神科医、集中治療科医等関連各科医師、緩和ケア認定看護師、関係病棟看護師、臨床心理士、MSW、薬剤師、事務
職員等参加

①緩和ケア普及室カンファレンス(週1回)　適宜ラウンド実施
　構成員：麻酔科医師、小児がん医師、児童思春期精神科医師、
　　　　　　総合診療科医師、専門・認定看護師、臨床心理士、薬剤師、社会福祉士
②小児がん栄養チーム(月1回)　小児がん栄養サロン(年3回)

　構成員：医師（血液再生医療科、栄養サポートチーム、緩和ケアチーム）、歯科医師・衛生士、専門看護師・病棟看護師、管理栄養士、薬剤
師、検査技師

①多職種カンファレンス（週１回）
  治療状況、心理社会情報の共有や課題確認を行っている。
  構成員：血液腫瘍科医師、小児がん担当病棟看護師長、臨床心理士、理学療法士、作業療法士、ＣＬＳ、ソーシャルワーカー

②移植前カンファレンス（月２～３回・不定期開催）
　疾患・治療スケジュールの共有を行い、移植中の具体的ケアや各職種の役割分担の確認を行っている。
　構成員：血液腫瘍科医師、看護師、理学療法士、保育士、ＣＬＳ、栄養士、特別支援学校教員
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集学的治療および標準的治療の提供と地域連携
2) 緩和ケアの整備

子どもサポートチームを中心として、緩和ケアの提供を行っている。
構成員：小児がんセンター医師、こころの診療部医師、麻酔科医師、歯科医師、看護師、臨床心理士、ほか検討対象の診療に対応する部門の関
係者など

緩和ケアの対象となった入院患者数：29件/年
外来での算定：　１件　（神経芽腫）
入院での算定：　０件　（小児入院管理料に包括）

緩和ケアサポートチーム（チームカモミール）を中心として、緩和ケアの提供を行っている。
構成員：血液・腫瘍科医、精神科医（リエゾン担当）、集中治療科医等関連各科医、緩和ケア認定看護師、関連病棟看護師、臨床心理士、
MSW、薬剤師等

緩和ケアの対象となった入院患者数：44件/年（ただし非がんを含む）
外来での算定：　0件
入院での算定：　14件　（他は小児入院管理料に包括）

緩和ケアの対象となった入院患者数　　23件/年　（27年度12月まで）
　外来での算定者：0件
　入院での算定者：１件（白血病等の15歳以上の患者（25年度3人、26年度3人））
課題：院内外への周知不足

週1回、病棟回診を行い、身体的・精神的痛みに対する専門知識、技術を提供している。
　加えて、月1回、在宅支援チームと合同の病棟回診および合同カンファレンスを実施し、個別症例について検討を行っている。
　
構成員：医師(血液・腫瘍科、外科、麻酔科、精神科)、看護師、薬剤師、臨床心理士、ＣＬＳ、ソーシャルワーカー、理学療法士
緩和ケアの対象となった新患者数：73件/年　認定看護師を養成中
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集学的治療および標準的治療の提供と地域連携
3) 長期フォローアップ外来

火曜日午後を中心として、長期フォローアップ外来を開設。トランジションプログラム、
晩期合併症教育ツールを作成して診療を行っている。
専任医師：1名
外来患者数：10-17歳　９８名
　　　　　　18歳以上　４６名

①脳腫瘍長期フォローアップ外来
毎月第一火曜日を脳腫瘍長期フォローアップ外来として、長期フォローアップに入った脳腫瘍患者の利便性を考慮した外来として開設。
一日で患者がフォローとして必要な各科を回れるようにコーディネイトして受診。
必要時には終了後に関係各科、外来看護師で話し合いを持つ。

②移行看護外来
25年6月から血液・腫瘍科、内分泌代謝科、腎臓内科患者を対象に移行看護外来開設。自立、自律支援を主体とした移行プログラムを開始した。
27年9月に併設されている成人医療機関「東京都立多摩総合医療センター」との間に「移行医療委員会」設立

①造血器移植後患者フォローアップ外来　(27年6月～12月末11件)

②小児がん経験者内分泌外来　(27年度　12月まで12件)

　課題：現在の外来は主に家族への指導･相談の要素が大　
　　　　今後は患者も含めた移行外来の開設を検討

「造血細胞移植後長期フォローアップ外来」：
平成27年1月より第２、４火曜日に開設。
外来担当医師3名、看護師2名、薬剤師でチーム
医療をしている。
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参考

関東甲信越小児がん拠点病院　事業支出内訳



1)地域ブロック協議会

東京都小児がん診療連携協議会
都内小児がん拠点病院2施設、小児がん診療病院11施設、東京都医師会、がんの子供を守る会にて構成
（当センターは事務局）。
小児がん診断ハンドブック作成、ハンドブックを用いた研修会を開催し、小児がん診療の底上げを実施。
小児がん普及啓発活動として市民公開講座を開催（年1回）

埼玉県小児がん診療病院連携協議会
埼玉県内の小児がん患者の治療を中心的に担う施設を委員、診療連携が可能な施設を
オブザーバーとし、年１回協議会を開催している。
今年度は相談支援担当者の連絡会も開催予定している。
＜参加施設＞埼玉医科大学国際医療センター、埼玉医科大学総合医療センター、防衛
医科大学病院、獨協医科大学越谷病院、自治医科大学附属さいたま医療センター、埼
玉県立がんセンター

成育
都立

埼玉

神奈川

地域ブロック協議会整備の進捗状況

2) 人材育成



地域ブロック協議会整備の進捗状況2) 人材育成
緩和ケアレクチャーシリーズの開催（対象：医師、看護師、検査技師、薬剤師等）
①2014.8.27  小児がん患者の栄養に対する神奈川県立こども病院の取り組み
②2014.11.19  小児の在宅緩和ケア 
③2015.3.18  子どもと保護者のグリーフケアを考える
④2015.7.23  笑いの力～ホスピタル・クラウンの現場から～
⑤2015. 11.20 アート・デザインによる医療環境の支援
成育臨床懇話会（ 対象：医師、看護師、検査技師、薬剤師等）
2015.7.25,  2016.2.27   小児がん医療における地域連携　～早期発見と後方連携について～

●緩和ケアサポートチーム勉強会の開催（対象：医師、看護師、検査技師、薬剤師等）
①2014.2.4　　子どもたちのための緩和ケア
②2014.12.22　　スピリチュアルケア
③2015.7.16　　家族ケア
●医療連携講演会（病診連携）（対象：主に医師等）
①2013.11.13　　小児がん拠点病院に指定された当センターの提供する小児がん診療、小児がん患者の初期症状に関する検討について
②2015.2.4　　小児がんの初期症状
●小児がん勉強会（対象：医師、看護師、検査技師、薬剤師等）
①2014.8.5　　小児がん拠点病院としての当センターの役割、小児がん患者の看護について
②2015.11.2　　日本の小児がん医療と当センターの役割
●看護アカデミー参加者、看護専門学校生対象研修
①2013.7.11　　日本における小児がんの概要、がん治療の概要（対象：看護アカデミー）
②2013.1.10,1.31,5.9,5.30,6.20,9.5,9.26　　日本における小児がんの概要、がん治療の概要（対象：看護専門学生）
③2014.5.29,6.19,9.14,12.4　　日本における小児がんの概要、がん治療の概要（対象：看護専門学生）
④2015.5.28,6.18,9.3,9.24,12.3　　日本における小児がんの概要、がん治療の概要（対象：看護専門学生）
●その他
①2014.11.6　　小児がんの概要、小児がん治療、晩期合併症等治療関連合併症と長期フォローアップについて（対象：東京看護協会会員）
②2015　小児がんハンドブックを用いた研修会（東京都小児がん診療連携協議会事業）
1.16（慶應義塾大学病院）、2.6（杏林大学医学部付属病院）、2.7（東京慈恵会医科大学附属病院）、2.11（聖路加国際病院）、2.21（東京大学医
学部附属病院）、2.24（独立行政法人国立がん研究センター中央病院）、2.26（日本大学医学部附属板橋病院）、3.12（東邦大学医療センター大
森病院・東京女子医科大学病院）、3.28（順天堂大学医学部附属順天堂医院・日本医科大学付属病院

成育

都立
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地域ブロック協議会整備の進捗状況
平成27年度 小児がん看護専門研修埼玉



地域ブロック協議会整備の進捗状況
2) 診療病院情報の収集と提供

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/cancer-kyoten.html
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関東甲信越地域小児がん医療提供体制協議会
Webサイトにおける情報公開

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/cancer-kyoten.html
https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/cancer-kyoten.html


地域ブロック協議会整備の進捗状況

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/cancer-kyoten.html
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2) 診療病院情報の収集と提供 2012/2013 新入院患者比

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/cancer-kyoten.html
https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/cancer-kyoten.html


地域ブロック協議会整備の進捗状況

3) ブロック協議会の下に設置する部会
相談支援部会

脳腫瘍部会

開催日時：２０１５年１１月１２日（木）１４：００～１６：３０
開催場所：東京八重洲ホール　ホールB2
議　　題：（１）第2回小児がん拠点病院連絡協議会相談支援部会報告

国立成育医療研究センター　小児がん相談支援センター　　　鈴木　彩
（２）小児がん患者とその家族に起こりうる問題とその支援について

神奈川県立こども医療センター　小児がん相談支援室　　竹之内　直子
（３）小児がん患者のための社会資源（経済的支援）

　　　　      　埼玉県立小児医療センター　地域連携・相談支援センター　篠崎　咲子
（４）小児がん患者家族への情報提供～東京都の取り組み～

東京都立小児総合医療センター　子ども家族支援部門　　  間宮　規子
（５）その他（意見交換）

日時：2015年2月25日（水）13:30～16:30
場所：東京八重洲ホール　ホールB2
内容：1．小児がん医療体制の整備について
　　　　－医師の立場から　国立成育医療研究センター　小児がんセンター長　松本　公一
　　　　－相談員の立場から　国立成育医療研究センター　医療連携・患者支援センター　鈴木　彩
　　　2．小児がん拠点病院（4施設）からの報告
　　　3．意見交換会

・関東甲信越地域における小児脳腫瘍診療担当者間のコミュニケーション促進と診療連携
の充実を目的に、「脳神経腫瘍部会」を設置
・参加施設の小児腫瘍科医や脳神経外科医等を対象に、情報交換のためのメーリングリストを
開設。実際の症例を検討するための多施設テレカンファレンス等の開催などを予定。

小児がん患者が支援を
受けられる体制作り


